
市民による成瀬ダム検証・第１回講座 

 

 

私たちの疑問１： 

米余りが言われ出して久しい。今後少子高齢化の加速。 

かんがい用水が足りないからとダムをつくる時代か？ 

 

私たちの疑問２： 

小さな田んぼから大きく四角い田んぼへ。 

用水路も整備された。でも農村の環境は良くなった？ 

トンボやカエルなどの生物、水環境は？ 

 

私たちの疑問３： 

ＴＰＰ参加目前。国際競争力向上へ、さらに規模拡大？ 

これからの農村にとって何が大切だろう？  

 

５月２３日（水） １：００～３：３０ 

横手市十文字文化センター ３Ｆ 講座室 

講師：清野真人氏（国土問題研究会、元山形県職員） 

 

1)東北の土地改良事業と水田農業 

  2)農業水利事業計画の考え方 

  3)水田転作とかんがい用水の考え方 

  4)土地改良事業の経済効果について 

  5)農業・農村の多面的機能（水田の洪水抑制機能）について 

  6)平鹿平野農業水利事業の問題点について 

 

 

講演会に先立ち、当日午前に講師の方とともに、かんがい施設や水利用状況の見学会を行います。 

参加希望の方は午前９：５０までにＪＲ十文字駅に集合して下さい。 

成瀬ダムをストップさせる会 

連絡先：奥州光吉 0182-44-5137 

 

25% 

38% 

35% 

2% 目的別貯水割合 

治水調節 

かんがい用水 

河川流量の維持 

水道水 



 

成瀬ダムとかんがい地域 

 

 

 

 

 


